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黒
島
傳
治
、
壼
井
繁
治
、
壼
井
栄
の

未
発
表
書
簡
の
翻
刻
に
つ
い
て

松

本

昭

雄

さ
き
に
、
平
成
十
五
年
九
月
、
本
学
附
属
図
書
館
に
お
い
て
松
本
文
庫
所

蔵
壼
井
栄
自
筆
原
稿
五
種
を
制
作
発
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ひ
き
つ
づ

い
て
同
文
庫
蔵
の
黒
島
傳
治
二
通
、
壼
井
繁
治
四
通
、
壼
井
栄
一
通
計
五
通

の
未
発
表
書
簡
を
翻
刻
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
黒
島
傳
治
の
書
簡
に
つ
い
て
は
、
定
本
黒
島
傳
治
全
集
（
平

成
十
三
年
七
月
二
十
五
日
、
勉
誠
出
版
刊
全
五
巻
、
以
下
「
定
本
全
集
」
と

よ
ぶ
）
に
お
い
て
、
大
正
七
年
か
ら
昭
和
七
年
の
書
簡
八
十
八
通
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。

定
本
全
集
第
五
巻
解
説
・
解
題
（
佐
藤
和
夫
）
冒
頭
に
、
「
書
簡
は
す
べ

て
原
物
に
当
た
り
八
八
通
収
録
し
た
。
そ
の
う
ち
四
通
は
未
発
表
で
あ
る
。

(

注

１)

書
簡
の
内
容
は
、
兄
弟
、
家
族
へ
の
情
愛
が
に
じ
み
出
て
い
る
も
の
や
、
自

分
の
体
の
こ
と
、
小
豆
島
の
風
物
、
東
京
の
友
人
や
文
学
の
動
向
な
ど
つ
ぶ

さ
に
書
き
記
さ
れ
、
当
時
の
心
境
と
姿
が
再
現
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
背
後
に

は
、
戦
争
と
い
う
二
文
字
が
い
つ
も
、
黒
島
傳
治
の
脳
裏
か
ら
離
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。

傳
治
が
、
病
身
で
四
十
四
歳
四
カ
月
（
明
治
三
十
一
年
〜
昭
和
十
八
年
）

の
短
い
生
涯
だ
っ
た
と
は
い
え
、
文
学
者
と
し
て
は
、
残
さ
れ
た
書
簡
は
あ

ま
り
に
も
少
な
い
数
と
い
え
る
。
ま
た
、
市
場
流
通
の
こ
と
も
聞
か
な
い
。

本
稿
収
録
は
わ
ず
か
二
通
で
あ
る
が
、
従
っ
て
加
え
る
意
義
は
大
き
い
も
の

が
あ
る
。

さ
て
、
収
録
の
二
通
は
、
と
も
に
受
信
人
が

須
先
生
と
な
っ
て
い
て
、



須
芳
次
郎
梅
渓
と
推
定
さ
れ
る
。


傳
治
と

須
梅
渓
と
の
関
係
は
、
傳
治
の
文
学
形
成
や
文
壇
へ
の
足
が
か



り
模
索
の
時
期
に
お
い
て
重
要
な
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
二
十
一
歳
の
傳
治
は
徴
兵
に
よ
り
軍
隊

に
入
り
、
看
護
兵
と
な
っ
た
。
「
軍
隊
日
記
」
は
、
そ
の
軍
隊
で
の
生
活
を

書
い
て
い
る
が
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
四
月
二
十
二
日
の
日
記
の
最
後

の
く
だ
り
に
、

「
壼
井
兄
に
、

自
分
は
、
近
い
う
ち
に
シ
ベ
リ
ア
へ
行
く
、
生
き
て
帰
れ
る
か
帰
れ
な

い
か
分
ら
ぬ
、
死
ん
だ
な
ら
ば
、
必
ず
こ
の
日
記
を
世
の
中
に
出
し
て

く
れ
、
僕
の
一
生
に
於
て
、
現
世
に
残
し
て
行
く
、
お
く
り
も
の
は
こ

の
一
篇
だ
け
だ
、
こ
の
日
記
も
も
の
足
り
な
い
も
の
だ
。
が
、
僕
の
心
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の
一
部
だ
け
は
、
表
は
し
て
ゐ
る
。
時
に
、
字
が
ま
ち
が
っ
た
り
、
文

句
が
へ
ん
に
な
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
が
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
を
な

ほ
す
ひ
ま
が
な
い
。

=

さ
ら
ば
我
れ
を
知
り
て
く
れ
し
人
々
よ

繁
治
兄
よ
、
松
蔵
兄
よ
、

=

梅
渓
氏
よ

な
す
こ
と
少
な
く
し
て
、
吾
は
、
遙
か
北
な
る
亜
港
の
地
に
行
く
ぞ

」
=

と
書
く
。
繁
治
と
は
一
歳
年
上
の
同
郷
の
友
人
壼
井
繁
治
で
あ
り
、
松
蔵
と

は
や
は
り
同
郷
で
、
早
稲
田
大
学
高
等
予
科
文
学
科
在
学
時
同
居
し
て
い
た

居
出
松
蔵
で
あ
り
、
梅
渓
氏
と
は

須
芳
次
郎
梅
渓
で
あ
る
こ
と
は
無
論
で



あ
る
。
と
き
に
傳
治
の
最
も
思
い
の
深
い
三
人
の
う
ち
に
梅
渓
は
い
る
。

ま
た
、
定
本
全
集
年
譜
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
は
、

「
―
こ
の
頃

須
梅
渓
と
知
り
合
う
（
注

）
。
」
と
あ
り
、
そ
の
〈
注



20

〉
に
は
、

20
「
暁
聲
社
入
社
当
時
か
ら
使
用
の
手
帳
は
住
所
録
と
し
て
も
使
用
。
そ
の

中
に

須
の
四
種
類
の
住
所
を
記
す
。
同
じ
く
記
載
さ
れ
て
い
る
繁
治



の
住
所
の
変
遷
か
ら
使
用
期
間
は
大
正
八
年
か
ら
十
四
年
頃
ま
で
と
推

定
可
能
。
―
」

と
あ
っ
て
、
す
で
に
軍
隊
日
記
以
前
の
大
正
八
年
頃
か
ら
知
り
合
う
可
能
性

に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
は
、
弟
光
治
宛
の
書
簡
の
中
に

た
び
た
び
梅
渓
の
純
正
文
化
研
究
会
の
会
員
勧
誘
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

四
月
二
十
七
日
付


「
誰
か
外
に

須
氏
の
文
化
研
究
会
に
入
会
す
る
如
き
篤
学
の
士
な
き
や
、



高
師
、
東
同
、
外
語
等
如
何
、
高
商
の
如
き
は
、
社
交
術
談
話
の
巧
な
る

者
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
、
不
適
な
ら
ず
や
、
―
」

五
月
十
四
日
付


「
―

須
氏
の
純
正
文
化
研
究
会
に
入
会
す
る
如
き
人
士
な
ほ
な
き
や
、



米
沢
氏
は
大
阪
の
何
処
な
り
や
、
住
所
を
き
き
合
せ
て
葉
書
で
勧
誘
し
て

く
れ
ぬ
か
、
こ
の
研
究
会
は
、
新
文
化
の
先
駆
者
な
り
、
新
し
く
文
壇
に

出
ん
と
す
れ
ば
須
く
文
化
研
究
会
に
入
会
す
べ
し
、
と
い
ふ
調
子
で
云
っ

て
や
る
の
だ
、
藤
井
松
氏
は
入
会
の
見
込
な
き
や
、
と
に
か
く
、
文
学
を

や
り
さ
う
な
連
中
は
、
う
ま
く
す
ヽ
め
る
と
入
会
す
る
、
而
し
て
、
又
、

文
学
を
や
る
連
中
は
入
会
し
て
損
に
な
ら
ぬ
、
さ
う
い
ふ
方
面
か
ら
す
す

め
て
み
て
く
れ
ぬ
か
、
」

六
月
七
日
付


「
―
米
沢
鉄
之
助
等
は

須
氏
の
純
正
文
化
研
究
会
に
入
会
す
る
意
志
な



き
や
」
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ほ
か
に
「
六
月
十
日
、
十
一
日
に
も
会
員
勧
誘
の
事
が
記
さ
れ
て
い
る
」

と
定
本
全
集
年
譜
注
に
は
あ
る
が
、
本
文
中
に
は
該
当
書
簡
は
見
当
ら
な

い
。

こ
こ
で
、
収
録
書
簡
二
通
の
年
を
推
定
し
た
い
。

傳
治
書
簡

の
三
月
三
十
日
付
の
内
容
は
、
梅
渓
の
葉
書
に
よ
る
す
す
め

(1)

で
目
指
す
純
正
文
化
研
究
会
の
思
想
界
、
文
壇
改
革
の
趣
旨
に
賛
同
し
「
及

ば
ず
乍
ら
盡
力
致
し
ま
す
。
」
と
の
返
事
で
あ
り
、
こ
の
や
り
と
り
の
あ
と

火
の
つ
い
た
よ
う
に
弟
光
治
へ
の
四
月
二
十
七
日
、
五
月
十
四
日
、
六
月
七

日
の
葉
書
で
の
催
促
と
な
っ
た
と
考
え
れ
ば
大
正
十
二
年
の
も
の
で
あ
る
と

推
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

傳
治
書
簡

の
十
二
月
二
日
付
に
つ
い
て
は
、
会
員
勧
誘
の
効
果
が
は
か

(2)

ば
か
し
く
な
い
と
こ
ろ
へ
梅
渓
か
ら
葉
書
が
あ
っ
て
、
言
い
訳
が
ま
し
い
身

辺
報
告
を
し
て
、
「
来
春
に
も
な
り
ま
し
た
ら
、
上
京
し
て
、
御
邪
魔
に
上

ら
う
と
、
思
っ
て
ゐ
ま
す
。
」
と
返
事
し
て
い
る
。
定
本
全
集
年
譜
で
は
、

傳
治
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
経
歴
談
」
の
『
―
東
京
へ
遊
び
に
出
て
、
少

し
ゐ
て
帰
国
し
、
十
三
年
の
春
に
も
再
び
上
京
』
を
う
け
て
「
春
、
上
京
」
、

五
月
二
十
六
日
消
印
光
治
宛
書
簡
に
よ
り
「
六
月
九
日
、
上
京
」
と
あ
い
つ

い
で
二
度
の
上
京
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
や
は
り
大
正
十
二
年

の
も
の
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

現
在
、

須
梅
渓
か
ら
傳
治
へ
の
書
簡
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
神
戸
親



和
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
主
催
の
「
生
誕
一
〇
一
年
記
念
黒
島
傳
治
展
―

平
和
へ
の
祈
り
―
」
カ
タ
ロ
グ
中
、
同
大
学
国
文
学
科
長
唐
井
清
六
氏
が

〈
黒
島
傳
治
展
開
催
に
あ
た
っ
て
〉
と
題
し
「
生
原
稿
や
手
帖
、
書
簡
、
校

正
刷
り
、
新
聞
・
雑
誌
の
切
り
抜
き
な
ど
の
数
々
は
、
ご
遺
族
の
ご
好
意
に

よ
っ
て
す
べ
て
本
学
附
属
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
」
と
述

べ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
内
海
町
の
壼
井
栄
文
学
館
に
資
料
、
遺
品
、
書
簡
、

ハ
ガ
キ
、
写
真
等
が
保
管
さ
れ
て
い
る
（
定
本
全
集
第
五
巻
あ
と
が
き
）
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
中
に
こ
の
時
期
の
梅
渓
か
ら
の
書
簡
が
見
出
せ
れ
ば
、

こ
れ
ら
二
通
の
傳
治
書
簡
の
は
っ
き
り
と
し
た
発
信
年
が
確
定
さ
れ
る
と
と

も
に
梅
渓
と
の
関
係
が
一
層
鮮
明
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
一
応
梅

渓
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

定
本
全
集
年
譜
〈
注

〉
に
は
、
梅
渓
の
『
明
治
大
正
昭
和
文
学
講
話
』

35

か
ら
引
い
て
「
傳
治
は
最
初
、
自
然
主
義
的
な
も
の
を
書
い
て
ゐ
た
が
、
一

転
し
て
、
プ
ロ
派
に
飛
び
込
ん
だ
」
と
あ
る
が
、
梅
渓
に
と
っ
て
は
じ
め
は
、

そ
れ
ま
で
の
梅
渓
の
思
想
、
こ
れ
か
ら
展
開
し
よ
う
と
す
る
文
学
運
動
に

と
っ
て
、
傳
治
を
熱
心
な
賛
同
者
と
み
て
積
極
的
に
よ
び
か
け
て
い
た
の
は

確
実
で
あ
り
、
一
方
傳
治
に
と
っ
て
も
、
当
初
の
讃
仰
に
も
近
い
熱
烈
な
思

い
か
ら
次
第
に
こ
の
梅
渓
の
運
動
を
文
壇
進
出
の
足
が
か
り
と
し
よ
う
と
の

考
え
を
強
め
て
の
接
近
に
変
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
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弟
光
治
あ
て
の
複
数
の
書
簡
で
は
、
「
新
し
く
文
壇
に
出
ん
と
す
れ
ば
須

く
文
化
研
究
会
に
入
会
す
べ
し
」
、
「
文
学
を
や
り
そ
う
な
連
中
は
、
う
ま

く
す
ヽ
め
る
と
入
会
す
る
、
而
し
て
、
又
、
文
学
を
や
る
連
中
は
入
会
し
て

損
に
な
ら
ぬ
」
と
、
本
心
を
述
べ
て
い
る
こ
と
で
も
わ
か
る
。

本
稿
傳
治
の
二
通
の
書
簡
の
文
面
を
み
て
み
る
と

と

と
の
間
に
相
当

(1)

(2)

の
変
化
が
感
ぜ
ら
れ
る
。

で
は
、
文
壇
刷
新
の
梅
渓
の
新
運
動
へ
の
賛
意

(1)

と
期
待
の
熱
を
ま
だ
残
し
て
い
る
が
、
約
８
カ
月
後
の

で
は
、
ご
く
あ
り

(2)

き
た
り
の
近
況
報
告
で
お
茶
を
に
ご
し
時
間
か
せ
ぎ
を
し
て
い
る
が
ご
と
く

み
て
と
れ
る
。

こ
の
時
期
大
正
十
二
年
に
は
、
す
で
に
傳
治
は
、
「
電
報
」
、
「
窃
む

女
」
（
以
上
三
月
）
、
「
創
作
ノ
ー
ト
」
（
六
月
）
、
「
砂
糖
泥
棒
」
、

「
ま
か
な
い
の
棒
」
、
「
田
舎
娘
」
（
以
上
十
二
月
）
（
青
磁
社
浜
賀
知
考

『
黒
島
傳
治
の
軌
跡
』
に
よ
る
、
以
下
も
）
を
書
き
た
め
て
い
た
し
、
そ
の

後
も
大
正
十
三
年
に
は
、
「
田
園
挽
歌
」
（
十
月
）
、
「
崖
の
上
」
（
十
一

月
）
、
大
正
十
四
年
に
は
、
「
路
傍
の
草
」
（
三
月
）
、
「
栗
を
食
う
牝

牛
」
（
五
月
）
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
大
正
十
四
年
十
月
「
紋
」
を
、

須
芳
次
郎
・
オ
リ
エ
ン
タ
リ



ズ
ム
個
人
雑
誌
「
東
方
之
星
」
第
六
号
（
東
方
之
星
文
学
社

大
正
十
四
年

十
一
月
一
日
）
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
も
か
く
も
作
品
発
表
の

目
的
が
達
せ
ら
れ
る
が
、
同
誌
へ
の
発
表
は
こ
れ
の
み
で
終
り
、
以
後
は
、

梅
渓
が
「
一
転
し
て
、
プ
ロ
派
に
飛
び
込
ん
だ
」
と
い
う
よ
う
に
、
梅
渓
と

傳
治
は
急
速
に
は
な
れ
別
の
道
を
行
く
こ
と
と
な
る
。

遠
く
中
央
か
ら
離
れ
た
小
豆
島
の
日
々
の
貧
し
い
生
活
と
い
う
環
境
か
ら

身
に
つ
い
た
身
す
ぎ
世
す
ぎ
の
知
恵
（
生
涯
こ
っ
ぽ
り
と
し
た
生
活
態
度
を

(

注

２)

貫
く
）
に
、
さ
ら
に
軍
隊
生
活
の
経
験
を
加
え
、
友
人
の
壼
井
栄
や
繁
治
か

ら
さ
え
も
、
計
算
高
く
身
勝
手
な
行
動
を
と
る
と
思
わ
れ
て
い
た
傳
治
で
あ

る
か
ら
、
文
壇
進
出
の
一
時
的
手
段
と
し
て
梅
渓
に
近
づ
い
た
と
し
て
も
早

晩
離
れ
て
ゆ
く
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

注
１

「
個
別
解
説
」
に
は
、

『
「
書
簡
」

大
正
七
年
か
ら
昭
和
七
年
の
書
簡
の
原
物
に
す
べ
て
当
り
、
八
八
通
収
録
。

そ
の
う
ち
未
発
表
の
も
の
は
六
通
で
あ
る
。
』
と
あ
り
、
四
通
と
六
通
の

違
い
が
あ
る
。

注
２

香
川
県
の
方
言
。
風
間
書
房
刊
近
石
泰
秋
著
『
香
川
県
方
言
辞
典
』
に
は

「
こ
じ
ん
ま
り
と
。
簡
素
に
煩
ら
わ
し
く
な
い
よ
う
に
。
（
こ
っ
ぽ
り
し

た
う
ち
じ
ゃ
。
丸
亀
）
」
と
あ
る
が
、
筆
者
は
ふ
と
こ
ろ
具
合
つ
ま
り
家

庭
経
済
が
小
金
を
も
つ
中
流
の
豊
か
さ
を
指
す
も
の
と
み
て
い
る
。

次
に
、
壼
井
繁
治
の
書
簡
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て

発
表
さ
れ
た
も
の
を
知
ら
な
い
。
青
磁
社
刊
の
『
壼
井
繁
治
全
集
』
（
全
五
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巻
別
巻
一
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
一
連
の
都
留
文
科
大
学
研
究
紀
要
鷺
只
雄
「
壼
井
栄
論
」

（
一
）
〜
（
十
一
）
に
お
い
て
、
「
未
発
表
の
壼
井
栄
と
繁
治
の
往
復
書
簡

翻
刻
」
と
し
て
発
表
さ
れ
た
も
の
等
相
当
数
ま
と
ま
っ
て
発
表
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
文
泉
堂
出
版
『
壼
井
栄
全
集
』
（
全
十
二
巻
）
の
第
十
二
巻
解
題

（
鷺
只
雄
）
で
、
「
別
に
獄
中
往
復
書
簡
集
を
一
冊
刊
行
す
る
形
で
目
下
準

備
中
」
と
知
ら
さ
れ
て
い
る
。

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
下
の
も
の
も
含
め
て
残
さ
れ
た
書
簡
は
、
壼
井

家
だ
け
で
も
三
千
通
（
夫
妻
に
あ
て
た
い
わ
ゆ
る
宛
書
簡
も
含
め
て
）
を
超

す
と
い
わ
れ
る
。
繁
治
は
、
妻
で
あ
る
栄
に
比
し
て
い
わ
ゆ
る
一
般
的
に
広

(

注

１)

く
世
に
迎
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
広
範
で
活
発
な
詩
活
動
や
結

社
活
動
が
栄
の
死
後
も
八
年
間
続
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も

相
当
な
数
が
世
に
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

本
稿
で
翻
刻
紹
介
す
る
繁
治
書
簡
四
通
は
、
い
ず
れ
も
札
幌
市
在
住
の

和
田
義
雄
に
あ
て
た
も
の
で
あ
り
、

〜

は
妻
栄
生
存
中
の
も
の
、

は

(

注

２)

(1)

(3)

(4)

死
直
後
の
も
の
で
あ
る
。

昭
和

・
５
・

付
繁
治
書
簡
の
内
容
は
、
三
月
繁
治
が
多
喜
二
祭
の

(1)

28

23

た
め
北
海
道
で
巡
回
講
演
の
途
次
札
幌
へ
立
寄
っ
た
際
の
こ
と
、
帰
っ
て
か

ら
二
月
二
十
八
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
の
吉
田
茂
首
相
の
「
バ
カ
ヤ

ロ
ー
」
発
言
に
端
を
発
し
た
国
会
解
散
に
よ
り
四
月
十
九
日
の
第

回
総
選

26

挙
、
四
月
二
十
四
日
の
第
３
回
参
議
院
選
挙
と
つ
づ
き
忙
し
く
疲
れ
た
こ
と
、

妻
の
栄
が
前
年
（
昭

年
）
の
「
二
十
四
の
瞳
」
の
雑
誌
連
載
、
単
行
本
出

27

版
、
映
画
化
決
定
、
そ
し
て
現
在
の
ラ
ジ
オ
放
送
、
作
品
発
表
と
悲
鳴
を
あ

げ
る
ほ
ど
の
忙
し
さ
の
た
め
手
紙
も
書
け
な
か
っ
た
こ
と
を
詫
び
て
い
る
。

昭
和

・
３
・

付
繁
治
書
簡
の
内
容
は
、
二
月
十
九
日
か
ら
二
十
八

(2)

36

28

日
ま
で
北
海
道
を
旅
行
し
た
折
、
札
幌
で
立
派
な
和
田
氏
邸
に
泊
ま
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
礼
を
の
べ
、
そ
れ
に
ひ
き
比
べ
て

回
転
居
の
す
え
に
落
着
い

15

た
鷺
宮
の
自
邸
の
改
築
が
い
ま
だ
完
成
し
な
い
こ
と
、
妻
の
栄
が
ジ
ン
マ
シ

(

注

３)

ン
の
ほ
か
持
病
の
喘
息
を
お
こ
し
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
年
繁
治
は
、
６
月

日
江
口

団
長
の
訪
中
日
本
文
学
代
表
団
の
団

候

(

注

４)

10

員
と
し
て
訪
中
す
る
。

昭
和

・

・

付
繁
治
書
簡
は
、
妻
栄
の
今
年
二
度
目
の
持
病
喘
息

(3)

40

12

21

に
よ
る
入
院
と
病
状
を
ま
ず
知
ら
せ
、
自
伝
『
激
流
の
魚
』
の
執
筆
に
つ
い

て
ふ
れ
、
来
年
の
小
熊
秀
雄
の
詩
碑
建
立
に
出
席
す
る
予
定
を
告
げ
る
。
ま

(

注

５)

た
、
こ
の
年
は
自
身
の
満
六
十
八
歳
、
来
年
満
六
十
九
歳
数
え
七
十
歳
と
な

る
こ
と
も
告
げ
る
。

な
お
、
十
月
十
七
日
、
建
立
実
行
委
員
長
と
し
て
募
金
に
奔
走
し
て
き
た

黒
島
傳
治
文
学
碑
の
除
幕
式
出
席
の
た
め
小
豆
島
に
帰
っ
た
こ
と
は
書
か
れ

て
い
な
い
。

昭
和

・
７
・

付
繁
治
書
簡
は
、
七
月
二
十
三
日
の
妻
栄
死
去
に
対

(4)

42

20
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す
る
和
田
義
雄
の
悔
や
み
の
手
紙
に
対
す
る
返
事
で
あ
る
。

妻
栄
の
死
を
お
も
う
悲
し
い
文
章
が
つ
づ
ら
れ
る
。

ま
ず
、
通
夜
の
晩
の
混
雑
で
、
栄
の
死
顔
を
み
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
残
念
さ
を
云
い
、
つ
い
で
「
長
年
の
病
気
で
、
骨
も
弱
っ
て
い
た
の

か
、
あ
れ
だ
け
の
か
ら
だ
が
焼
き
お
え
ら
れ
た
と
き
、
普
通
だ
っ
た
ら
骨
壷

に
溢
れ
る
ぐ
ら
い
だ
と
思
っ
て
い
た
の
が
、
案
外
に
少
な
く
、
み
ん
な
驚
い

て
い
ま
し
た
。
あ
の
晩
、
二
人
だ
け
だ
っ
た
ら
、
ほ
ん
と
う
に
聲
を
あ
げ
て

泣
き
た
い
く
ら
い
で
し
た
。
」
と
切
々
た
る
思
い
が
述
べ
ら
れ
る
。

た
し
か
に
妻
栄
の
生
涯
は
戦
前
戦
後
の
貧
し
さ
と
の
た
た
か
い
、
流
行
作

家
と
な
っ
て
か
ら
の
過
労
か
ら
得
た
病
い
と
の
絶
え
ざ
る
た
た
か
い
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。

繁
治
は
、
こ
の
年
の
秋
、
栄
死
亡
後
の
雑
事
と
心
労
が
重
な
り
、
風
邪
が

(

注

６)

も
と
で
肺
炎
と
な
り
、
高
熱
の
た
め
幻
覚
状
態
が
起
っ
た
り
す
る
。
そ
し
て

寝
た
り
起
き
た
り
の
状
態
が
つ
づ
く
。

注
１

文
泉
堂
出
版
『
壼
井
栄
全
集
』
第
十
二
巻
解
題
。

注
２

和
田
義
雄
（
大
正
３
・
３
・
２
〜
昭
和

・

・

）
。
口
語
歌
人
。
児

59

10

10

童
文
学
作
家
。
昭
和

年
札
幌
花
園
町
松
竹
座
前
に
「
茶
房
・
銀
と
金
」

12

を
開
く
。
著
書
に
『
札
幌
喫
茶
界
昭
和
史
』
、
『
雪
の
花
が
咲
い
た
』
、

『
月
の
夜
の
マ
マ
』
な
ど
。

注
３

当
時
中
野
区
鷺
宮
二
―
七
八
六
、
現
中
野
区
白
鷺
二
丁
目
一
八
―
七
か
。

な
お
、
筆
者
は
、
一
九
八
〇
年
頃
白
鷺
の
宮
川
寅
雄
先
生
宅
を
訪
ね
る
折
、

た
び
た
び
こ
の
壼
井
家
の
前
を
通
っ
て
い
た
。

注
４

大
正
・
昭
和
期
の
小
説
家
、
社
会
運
動
家
。
著
書
に
『
性
格
破
産
者
』
、

『
わ
が
文
学
半
世
紀
』
な
ど
。
民
衆
芸
術
派
の
旗
手
と
し
て
大
正
文
壇
に

活
躍
し
た
の
ち
、
昭
和
期
に
も
人
民
戦
線
の
立
場
を
貫
き
、
戦
後
、
新
日

本
文
学
界
の
有
力
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
。
（
新
潮
社
編
『
新
潮
社

日
本
人
名
辞
典
』
よ
り
）

注
５

昭
和
期
の
詩
人
。
北
海
道
生
れ
。
著
書
に
『
小
熊
秀
雄
詩
集
』
な
ど
。
饒

舌
で
苛
烈
な
詩
精
神
を
も
っ
て
時
代
に
抗
し
時
代
を
撃
ち
続
け
た
。
（
新

潮
社
編
『
新
潮
日
本
人
名
辞
典
』
よ
り
）

注
６

青
磁
社
刊
『
壼
井
繁
治
全
集
』
年
譜

最
後
に
、
壼
井
栄
の
書
簡
に
つ
い
て
は
、
文
泉
堂
出
版
刊
『
壼
井
栄
全

集
』
（
以
下
『
全
集
』
と
い
う
）
に
二
一
六
通
が
収
録
さ
れ
、
壼
井
家
蔵
と

そ
の
他
個
人
的
好
意
か
ら
収
録
を
許
可
さ
れ
た
も
の
（
『
全
集
』
解
題
）
と

い
う
。
従
っ
て
、
今
後
、
す
で
に
所
在
判
明
で
未
収
録
と
さ
れ
た
も
の
、
非

常
に
世
に
迎
え
ら
れ
て
人
気
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
全
国
に
亘
っ
て
収
蔵
さ
れ

て
い
る
で
あ
ろ
う
も
の
な
ど
か
ら
、
つ
づ
い
て
発
表
さ
れ
て
ゆ
く
も
の
と
思

わ
れ
る
。

本
稿
収
録
の
一
通
は
、
断
簡
に
等
し
い
ご
く
簡
単
な
内
容
の
も
の
で
あ
る
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が
、
そ
れ
で
も
栄
の
日
常
些
些
た
る
こ
と
に
対
し
て
も
細
や
か
な
心
遣
い
と

宛
者
へ
の
距
離
感
が
う
か
が
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

凡

例

書
簡
翻
刻
は
次
の
要
領
で
お
こ
な
っ
た
。

一
、
原
文
の
表
記
を
尊
重
し
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
明
ら
か
に
誤
字
と
わ
か

る
場
合
も
そ
の
ま
ま
と
し
、
右
側
に
「
マ
マ
」
を
付
し
た
。

二
、
書
簡
の
記
載
順
序
は
次
の
通
り

イ

通
し
番
号

執
筆
年
月
日
…
…
通
常
手
紙
は
月
日
の
み
で
年
は
記
さ

れ
て
い
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
消
印
や
内
部
徴
証
か
ら
確
定
し
た
。

封
筒
な
し
の
場
合
は
、
年
不
明
と
表
示
し
、
推
定
部
分
を
（

）
で
く

く
っ
て
示
し
た
。

ロ

消
印

取
扱
郵
便
局
名

受
付
時
刻
…
…
封
筒
な
し
の
場
合
は
、
封

筒
な
し
と
表
示
し
た
。

ハ

封
書
表
示

用
紙
の
種
類
（
原
稿
用
紙
の
場
合
、
会
社
等
の
名
と

四
〇
〇
字
詰
は

×

、
二
〇
〇
字
詰
め
は

×

と
表
示
）
と
枚
数

20

20

20

10

使
用
の
筆
記
用
具
。

ニ

発
信
人
住
所
氏
名

ホ

受
信
人
住
所
氏
名

ヘ

本
文

（
凡
例
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
都
留
文
科
大
学
研
究
紀
要
、
鷺
只
雄
「
壼

井
栄
論
」
の
凡
例
及
び
文
泉
堂
出
版
『
壼
井
栄
全
集
』
第
十
二
巻
「
書

簡
」
の
凡
例
を
参
考
に
し
た
）

二
通

黒
島
傳
治
書
簡

年
不
明
（
大
正

年
か
）
３
・

(1)

12

30

封
筒
な
し

×

原
稿
用
紙
二
枚

ペ
ン

三
月
三
十
日

20

20

黒
島
傳
治

須
先
生


拝
復

御
葉
書
有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。
い
よ

堂
々
旗
色
を
明
か
に
さ
れ

く

て
、
活
動
に
着
手
さ
る
る
由
、
一
つ
、
思
ひ
切
っ
た
方
法
と
、
際
立
っ
た
色

彩
と
、
魅
力
と
に
よ
っ
て
、
思
想
界
、
文
壇
を
席
巻
し
て
下
さ
い
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
私
等
の
心
に
顫
感
を
与
へ
る
先
生
の
御
言
葉
を
聞
き
た
う
御
座
い

(

注
１)

マ
マ

ま
す
。
私
も
及
ば
す
乍
ら
、
盡
力
致
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
詳
し
い
細
目
が
定
ま

り
ま
し
た
ら
御
知
ら
せ
下
さ
い
。

広
い
所
で
な
く
と
も
い
い
か
ら
、
渦
巻
き
を
起
さ
し
て
や
り
た
い
気
が
致
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し
ま
す
。
先
生
の
御
活
動
、
主
張
の
一
部
を
こ
の
島
に
吹
き
こ
ん
で
、
煮
え

返
ら
し
度
う
御
座
い
ま
す
。
早
く
第
一
号
の
陣
容
を
見
せ
て
下
さ
い
。

(

注

２)

先
日
、
小
学
校
の
教
科
書
を
一
寸
見
ま
し
た
が
、
芸
術
思
想
等
の
方
面
に

於
け
る
教
材
の
無
い
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
歴
史
な
ど
で
も
、
新
井
白
石
と

か
、
徳
川
光
圀
と
か
は
出
て
ゐ
ま
す
が
、
近
松
、
芭
蕉
な
ど
は
名
前
さ
へ
も

見
え
ま
せ
ん
。
明
治
時
代
な
ど
で
も
、
戦
争
と
か
、
事
変
と
か
が
主
と
し
て

載
っ
て
ゐ
て
、
文
化
、
思
潮
の
変
化
は
ほ
ん
の
僅
か
―
―
そ
れ
も
明
治
天
皇

の
事
蹟
に
関
連
し
て
―
―
し
か
出
て
ゐ
ま
せ
ん
。

日
本
人
の
感
情
、
思
想
等
は
、
小
学
時
代
か
ら
曲
げ
ら
れ
て
行
っ
て
ゐ
る

の
で
は
な
い
で
せ
う
か
。

現
在
の
社
会
生
活
や
個
人
の
生
活
中
、
私
等
の
や
う
な
鈍
感
な
者
の
眼
に

映
ず
る
だ
け
で
も
、
改
革
す
べ
き
点
は
多
々
あ
り
ま
す
。
併
し
、
ま
だ
、
多

く
の
人
々
が
気
付
と
つ
く
に
つ
い
て
ゐ
る
の
で
せ
う
が
、
実
際
手
を
つ
け
て

マ

マ

成
功
し
て
ゐ
る
の
は
あ
ま
り
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
ど
う
か
、
先
生
の
御
活
動

に
よ
り
、
新
し
い
運
動
、
力
強
い
勢
力
が
一
般
に
行
き
渡
っ
て
来
る
や
う
に

な
れ
ば
、
ど
ん
な
に
い
い
で
せ
う
。
始
め
は
深
く
、
そ
し
て
、
次
第
に
広
く

及
ぼ
し
て
。

幸
に
、
御
壮
健
で
奮
闘
さ
る
ヽ
様
祈
り
ま
す
。

忽
々

三
月
三
十
日

黒
島
傳
治

須
先
生

注
１

震
撼
か
。

注
２

東
方
之
星
文
学
社
の
機
関
誌
「
東
方
之
星
」
が
創
刊
さ
れ
た
の
は
大
正
十

四
年
六
月
の
こ
と
で
あ
る
。

年
不
明
（
大
正

年
か
）

・
２

(2)

12

12

封
筒
な
し

便
箋
三
枚

ペ
ン

十
二
月
二
日

黒
島
傳
治

須
先
生


拝
復

御
葉
書
あ
り
が
た
う
御
座
い
ま
し
た
。
永
々
御
無
沙
汰
致
し
ま
し
て
、
誠

に
申
し
譯
あ
り
ま
せ
ん
。

御
壮
健
で
、
益
々
御
仕
事
に
身
を
入
れ
て
ゐ
ら
る
ヽ
由
、
結
構
で
御
座
い

ま
す
。

早
や
、
今
年
も
、
あ
と
僅
か
に
な
り
ま
し
た
。
御
地
で
は
、
年
の
瀬
の
張

り
つ
め
た
気
分
が
、
み
な
ぎ
っ
て
ゐ
る
こ
と
ヽ
存
じ
ま
す
。
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来
春
に
も
な
り
ま
し
た
ら
、
上
京
し
て
、
御
邪
魔
に
上
ら
う
と
、
思
っ
て

(

注

１)

ゐ
ま
す
。

そ
の
後
、
な
に
も
せ
ず
に
、
ぶ
ら

と
暮
し
て
ゐ
ま
す
。
書
い
て
み
よ

く

う
と
思
っ
て
、
や
り
か
け
て
み
ま
し
た
が
、
見
て
い
た
ヾ
け
る
よ
う
な
も
の

が
出
来
上
が
ら
ず
に
、
自
分
な
が
ら
つ
ま
ら
な
く
な
っ
て
、
や
め
て
ゐ
ま
す
。

病
気
は
、
も
う
、
殆
ど
影
を
潜
め
て
、
平
常
と
別
に
変
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

が
、
も
と
も
と
、
慢
性
な
病
気
で
御
座
い
ま
す
か
ら
、
十
分
静
養
し
て
お
き

た
い
と
思
っ
て
ゐ
ま
す
。

大
抵
、
毎
日
、
朝
、
起
き
ま
す
と
、
海
岸
か
野
山
を
散
歩
し
て
、
そ
の
後
、

昼
ま
で
は
、
縁
側
で
、
日
向
ぼ
っ
こ
を
し
た
り
、
少
し
づ
ヽ
露
西
亜
語
の
復

習
を
し
た
り
し
ま
す
。
午
後
は
、
山
に
登
っ
た
り
、
海
岸
を
一
里
あ
ま
り
、

伝
っ
て
行
っ
て
帰
っ
た
り
し
て
、
ゐ
ま
す
。
寒

暖
渓
（
珍
ら
し
い
恰
好
を

(

注
２)

マ
マ

し
た
岩
石
や
、
紅
葉
で
、
せ
ヽ
こ
ま
し
い
感
じ
は
致
し
ま
す
が
、
一
寸
い
ヽ

山
で
ご
ざ
い
ま
す
。
）
へ
も
登
っ
て
み
ま
し
た
。
あ
る
人
は
、
耶
馬
や
、
妙

義
よ
り
も
、
寧
ろ
い
ヽ
と
申
し
ま
す
が
、
ど
う
で
す
か
、
私
は
耶
馬
へ
も
、

妙
義
へ
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
分
り
ま
せ
ん
が
。
併
し
、
折
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
先
生
に
、
お
目
に
か
け
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

兵
隊
に
行
っ
て
ゐ
た
り
、
病
気
に
か
ヽ
っ
た
り
し
て
、
ま
る
三
年
、
な
に

も
せ
ず
に
、
つ
ぶ
し
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
が
、
来
年
は
、
新
し
く
出
発
し
た

い
と
思
ひ
ま
す
。
海
の
も
の
と
な
る
か
山
の
も
の
と
な
る
か
、
自
分
に
も
分

ら
ず
、
心
細
い
次
第
で
御
座
い
ま
す
が
、
行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
み
た

い
と
決
心
し
て
ゐ
ま
す
。
ど
う
か
、
こ
れ
ま
で
と
変
ら
ず
、
御
示
教
下
さ
る

様
お
願
ひ
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
ほ
、
寒
さ
が
次
第
に
加
は
る
折
柄
、
御
身
御
大
切
の
程
祈
り
上
げ
ま
す
。

先
は
、
右
、
近
況
御
知
ら
せ
ま
で

忽
々

十
二
月
二
日

黒
島
傳
治

須
先
生

注
１

大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
二
十
六
歳
の
春
。
上
京
。

注
２

寒
霞
渓
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。

四
通

壼
井
繁
治
書
簡

昭

・
５
・

(1)

28

23

消
印

中
野

2
8
.
5
.
2
4

後0
-
4

封
書

便
箋
四
枚

ペ
ン

五
月
二
十
三
日

東
京
都
中
野
区
鷺
宮
二
ノ
七
八
六

壼
井
繁
治

札
幌
市
南
七
条
西
十
丁
目

和
田
義
雄
様
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こ
ち
ら
こ
そ
、
長
ら
く
御
無
沙
汰
し
て
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
北
海
道
か
ら

か
え
っ
て
以
来
、
選
挙
で
一
ヶ
月
つ
ぶ
れ
て
し
ま
い
毎
日
い
ろ

な
会
合

く

に
ひ
っ
ぱ
り
出
さ
れ
て
、
す
っ
か
り
疲
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
ん
ま
り
疲

れ
て
、
胸
で
も
や
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真

を
と
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
何
で
も
な
か
っ
た
で
す
が
、
血
沈
を
は

か
っ
た
と
こ
ろ
、
五
十
も
で
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
一
時
的
な
疲

労
で
し
ょ
う
。

昨
夜
、
第
一
生
命
ホ
ー
ル
で
、
久
保
栄
の
「
日
本
の
気
象
」
の
上
演
（
民

芸
）
が
あ
り
、
観
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
偶
然
、
五
城
君
に
会
い
ま
し
た
。
わ

カ

ざ

こ
の
芝
居
を
見
に
来
た
ら
し
く
、
そ
の
熱
心
さ
に
は
驚
ろ
き
ま
し
た
。

く
そ
こ
で
あ
な
た
も
話
も
出
て
、
御
元
気
で
や
っ
て
い
ら
れ
る
こ
と
を
き
ヽ
安

マ
マ

心
い
た
し
ま
し
た
。
御
手
紙
を
拝
見
し
て
も
、
い
ろ

御
忙
し
い
様
子
で

く

す
が
、
そ
ん
な
に
御
元
気
に
な
っ
た
こ
と
は
何
よ
り
で
す
。
ど
う
ぞ
ど
し

活
動
し
て
下
さ
い
。
女
房
は
あ
な
た
の
方
へ
ち
っ
と
も
手
紙
を
出
し
て

くい
な
い
よ
う
で
す
が
、
他
意
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
忙
し
さ
に
追
わ
れ

て
、
人
へ
の
手
紙
も
書
く
ひ
ま
な
く
、
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
目
下
ラ
ヂ

オ
東
京
で
「
二
十
四
の
瞳
」
を
毎
月
曜
夜
８
時
三
〇
分
か
ら
文
学
座
が
放
送

(

注

１)

し
て
い
る
の
で
す
が
、
録
音
の
際
、
指
導
に
ひ
っ
ぱ
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
「
主
婦
の
作
文
」
の
批
評
も
毎
週
持
さ
れ
て
、
こ
れ
は
当
分
つ
づ

マ
マ

く
ら
し
い
し
、
婦
人
公
論
の
連
載
で
、
毎
月
〆
切
間
際
に
徹
夜
騒
き
で
す
。

(

注

２)

マ
マ

小
生
は
今
月
末
大
阪
方
面
へ
一
週
間
あ
ま
り
旅
行
に
出
ま
す
が
、
ま
た
か

え
っ
て
か
ら
お
便
り
い
た
し
ま
す
。
シ
ャ
シ
ン
あ
り
が
と
う
。
全
く
自
分
な

が
ら
コ
ッ
ケ
イ
な
よ
う
な
ポ
ー
ズ
で
す
ね
。

奥
さ
ん
は
、
そ
の
後
御
元
気
で
す
か
。
ど
う
か
大
事
に
し
て
あ
げ
て
下
さ

い
。
あ
ん
な
い
ヽ
奥
さ
ん
を
困
ら
せ
る
と
、
罰
が
あ
た
り
ま
す
よ
。

五
月
二
十
三
日

壼
井
繁
治

和
田
義
雄
様

注
１

小
説
「
二
十
四
の
瞳
」
は
、
「
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
」
昭
和

年
２
月
号
〜
同

27

年

月
号
に
連
載
。
昭
和

年
度
第
２
回
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
を
受
賞
。

11

26

昭
和

年

月

日
単
行
本
と
し
て
『
二
十
四
の
瞳
』
光
文
社
か
ら
刊
行
。

27

12

25

同
年

月

日
松
竹
の
木
下
恵
介
監
督
か
ら
映
画
化
の
申
込
を
う
け
る
。

12

30

注
２

「
婦
人
公
論
」
昭
和

年
４
月
号
〜
同
年

月
号
に
「
岸
う
つ
波
」
を
連

28

12

載
。

昭
和

・
３
・

(2)

36

28

消
印

中
野

3
6
.
3
.
2
9

後6

〜1
2

封
書

×

壼
井
繁
治
原
稿
用
紙
二
枚

ペ
ン

三
月
二
十
八
日

20

20

東
京
都
中
野
区
鷺
宮
二
ノ
七
八
六

壼
井
繁
治

札
幌
市
琴
似
町
宮
の
森
五
七
〇

和
田
義
雄
様
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啓
上
。
十
日
間
の
旅
て
い
を
お
え
、
室
蘭
を
最
後
に
、
二
月
二
十
八
日
無

事
帰
京
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
や
一
ヶ
月
た
ち
ま
し
た
が
、
御
厄
介
に
な

り
な
が
ら
御
礼
の
手
紙
も
差
上
げ
ず
、
ほ
ん
と
う
に
失
礼
し
ま
し
た
。
十
日

間
も
東
京
を
留
守
に
し
て
い
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
片
ず
け
ね
ば
な
ら
ぬ
用
事

が
山
積
し
、
ま
た
会
合
や
ら
何
や
ら
で
、
い
つ
の
間
に
が
日
が
た
っ
て
し
ま

マ
マ

い
ま
し
た
。
そ
れ
に
女
房
が
シ
ン
マ
シ
ン
の
ほ
か
に
喘
息
を
起
し
、
セ
キ
で

マ
マ

夜
も
ね
む
れ
る
日
が
続
き
、
医
者
を
よ
ん
だ
り
の
大
騒
ぎ
で
し
た
が
、
二
三

マ
マ

日
前
か
ら
や
っ
と
小
康
を
得
ま
し
た
。
か
ら
だ
全
体
が
ひ
ど
く
弱
り
、
食
事

も
進
ま
ず
、
も
し
か
す
る
と
ど
こ
か
へ
入
院
し
て
暫
ら
く
療
養
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
よ
う
な
状
態
で
す
。

札
幌
で
は
あ
な
た
の
お
宅
に
泊
め
て
い
た
だ
い
て
ほ
ん
と
う
に
助
か
り
ま

し
た
。
釧
路
で
も
い
い
宿
屋
で
安
眠
で
き
ま
し
た
が
、
何
し
ろ
強
行
軍
で
、

東
京
へ
か
え
っ
て
か
ら
疲
れ
が
出
で
、
二
日
ほ
ど
休
み
ま
し
た
。
あ
な
た
の

マ
マ

お
宅
は
た
い
へ
ん
立
派
で
、
ほ
ん
と
う
は
時
間
が
あ
れ
ば
も
う
一
、
二
日
滞

在
し
た
い
位
で
し
た
。
わ
た
し
の
家
は
取
っ
ぱ
ら
っ
た
ま
ま
、
ま
だ
基
礎
工

(

注

１)

事
に
も
か
か
ら
ず
、
家
が
で
き
あ
が
る
の
は
、
早
く
て
秋
ご
ろ
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
應
接
間
、
そ
の
二
階
の
わ
た
し
の
仕
事
場
は
こ
わ
さ
ず

に
ひ
っ
ぱ
り
、
そ
の
ほ
か
の
も
の
を
つ
き
足
し
て
住
ん
で
い
る
の
で
す
が
、

不
自
由
な
ア
パ
ー
ト
住
い
の
よ
う
で
、
女
房
も
落
つ
い
て
休
み
ぬ
状
態
な
の

マ
マ

で
す
。

新
聞
わ
ざ

御
送
り
下
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

く

東
京
は
珍
し
く
二
三
日
前
雪
が
降
り
ま
し
た
が
、
す
ぐ
と
け
て
し
ま
い
、

す
っ
か
り
春
め
い
て
き
ま
し
た
。
そ
ち
ら
は
ま
だ
雪
に
埋
ま
っ
て
い
る
こ
と

で
し
よ
う
。
で
は
ま
た
。
ど
う
ぞ
お
元
気
に
。
末
筆
な
が
ら
奥
さ
ん
に
よ
ろ

し
く
御
伝
え
下
さ
い
。

三
月
二
十
八
日

壼
井
繁
治

和
田
義
雄
様

注
１

都
留
文
科
大
学
研
究
紀
要
第

集
鷺
只
雄
「
壼
井
栄
論
（
十
一
）
―
第
三

44

章
激
流
（
二
）
―
一
（
一
）
転
居
先
追
跡

中
野
区
鷺
宮
二
―
七
八
六
」



の
家
。
つ
ま
り
第

回
目
の
転
居
の
家
。
昭
和

年
９
月

日
、
八
幡
神

15

17

24

社
の
土
地
を
借
り
、
日
本
電
建
の
月
八
一
円
の
月
賦
で
建
て
た
。
後
、
昭

和

年
全
面
改
築
。
こ
の
手
紙
で
は
、
更
に
昭
和

年
工
事
を
し
て
い
る

34

36

と
思
わ
れ
る
。

昭

・

・

(3)

40

12

21

消
印

中
野

4
0
.
1
2
.
2
3

後0

〜6

封
書

×

光
和
堂
原
稿
用
紙
四
枚

ペ
ン

十
二
月
二
十
一
日

20

10

東
京
都
中
野
区
白
鷺
一
丁
目
一
八
の
七

壼
井
繁
治

札
幌
市
琴
似
町
宮
の
森
五
七
〇

和
田
義
雄
様
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お
手
紙
拝
見
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
ひ
き
つ
づ
い
て
塩
鮭
も
届
き
ま
し
た
。

ほ
ん
と
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
で
お
正
月
に
か
く
こ
と
の
で
き
も
の

マ
マ

が
整
い
、
ほ
ん
と
う
に
助
か
り
ま
す
。
女
房
は
去
年
も
暮
か
ら
正
月
へ
か
け

て
入
院
し
、
今
年
も
ま
た
暮
の
入
院
で
す
。
今
年
は
二
度
目
の
入
院
で
す
が
、

前
の
入
院
は
十
日
位
で
、
厄
介
な
発
作
も
ぴ
た
り
と
止
ま
り
、
奇
蹟
が
起
っ

(

注

１)

た
と
、
家
族
一
同
喜
ん
で
い
た
の
に
、
最
近
の
寒
さ
で
入
院
で
す
。
本
人
が

一
番
苦
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
暮
の
入
院
で
家
族
た
ち
も
テ
ン
テ
コ
舞
い
の

有
様
で
す
。
十
四
日
に
入
院
し
た
の
で
す
が
、
吐
気
が
連
続
的
に
や
っ
て
き

て
、
お
茶
ま
で
吐
き
、
一
切
食
事
が
と
れ
ず
、
リ
ン
ゲ
ル
の
注
射
で
や
っ
と

か
ら
だ
を
保
ち
ま
し
た
。
一
時
は
心
細
い
こ
と
を
い
っ
て
、
も
う
病
院
か
ら

帰
れ
ぬ
の
で
は
な
い
か
と
呟
い
て
い
ま
し
た
が
、
昨
日
来
吐
瀉
も
ゼ
ン
ソ
ク

の
発
作
も
と
れ
、
よ
う
や
く
落
ち
着
き
ま
し
た
か
ら
、
ど
う
ぞ
御
安
心
下
さ

い
。わ

た
し
の
『
激
流
の
魚
』
は
今
年
主
に
軽
井
沢
に
籠
っ
て
書
き
つ
づ
け
た

の
で
す
が
、
九
百
枚
も
の
大
部
も
の
で
、
幼
年
時
代
か
ら
終
戦
の
日
ま
で
で

あ
れ
だ
け
に
な
っ
た
の
で
す
。
後
篇
の
戦
後
は
年
が
明
け
て
か
ら
着
手
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
新
聞
で
も
書
評
に
と
り
あ
げ
て
く
れ
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。
わ
た

し
は
来
年
も
う
数
え
七
十
才
で
す
が
、
幸
い
に
か
ら
だ
は
割
合
元
気
で
、
わ

た
し
た
ち
の
や
っ
て
い
る
「
詩
人
会
議
」
の
仕
事
で
よ
く
飛
び
ま
わ
っ
て
い

(

注

２)

ま
す
。
今
夜
も
メ
ン
バ
ー
の
詩
集
出
版
記
念
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に

出
席
の
あ
い
間
に
こ
の
手
紙
を
書
い
て
お
り
ま
す
。
来
年
の
五
月
に
は
小
熊

秀
雄
の
詩
碑
が
建
立
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
除
幕
式
に
は
出
席

す
る
積
り
で
す
か
ら
、
そ
の
節
に
は
札
幌
へ
立
ち
寄
り
、
お
邪
魔
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
く
考
え
て
い
ま
す
。

で
は
よ
い
年
を
お
迎
え
下
さ
る
よ
う
。

十
二
月
二
十
一
日

壼
井
繁
治

和
田
義
雄
様

注
１

三
月
九
日
か
ら
四
月
十
九
日
ま
で
伊
東
の
天
城
診
療
所
に
転
地
療
養
す
る
。

こ
こ
で
は
一
カ
月
と
十
日
ほ
ど
の
入
院
で
あ
る
。
十
日
位
と
あ
る
の
は
思

い
違
い
か
。
こ
の
時
の
病
気
は
、
慢
性
肝
炎
、
喘
息
、
糖
尿
病
、
心
臓
病
、

尿
崩
病
、
プ
レ
ド
ニ
ン
中
毒
症
の
六
つ
で
あ
っ
た
。
（
『
壼
井
繁
治
全

集
』
年
譜
）

注
２

四
月
、
詩
人
会
議
第
四
回
総
会
が
品
川
私
鉄
会
館
で
開
か
れ
、
民
主
的
詩

運
動
の
全
国
的
組
織
に
改
組
を
決
定
す
る
。
こ
の
総
会
に
お
い
て
運
営
委

員
長
に
選
ば
れ
る
。

昭

・
７
・

(4)

42

20

消
印

中
野

4
2
.
7
.
2
2

後0

〜6

封
書

便
箋
四
枚

ペ
ン

七
月
二
十
日
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東
京
都
中
野
区
白
鷺
一
丁
目
一
八
の
七

壼
井
繁
治

札
幌
市
琴
似
町
宮
の
森
五
七
〇

和
田
義
雄
様

只
今
御
手
紙
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。

お
通
夜
の
晩
は
、
あ
な
た
と
い
ろ
い
ろ
お
話
し
い
た
し
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
何
し
ろ
、
あ
の
通
り
の
人
の
集
り
で
、
ど
う
に
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

栄
の
最
後
の
顔
を
あ
な
た
に
見
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
も
で

き
ず
、
あ
な
た
と
し
て
も
さ
ぞ
こ
こ
ろ
残
り
だ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

長
年
の
病
気
で
、
骨
も
弱
っ
て
い
た
の
か
、
あ
れ
だ
け
の
か
ら
だ
が
焼
き

お
え
ら
れ
た
と
き
、
普
通
だ
っ
た
ら
骨
壷
に
溢
れ
る
ぐ
ら
い
だ
と
思
っ
て
い

た
の
が
、
案
外
に
少
な
く
、
み
ん
な
驚
ろ
い
て
い
ま
し
た
。
あ
の
晩
、
二
人

だ
け
だ
っ
た
ら
、
ほ
ん
と
う
に
聲
を
あ
げ
て
泣
き
た
い
く
ら
い
で
し
た
。
葬

儀
に
ま
ぎ
れ
て
、
方
々
か
ら
の
お
く
や
み
の
手
紙
に
も
眼
を
通
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
い
く
ら
か
落
着
い
時
間
が
で
き
、
深
夜
栄
が
寝
て
い
た
部
屋

マ
マ

の
堀
炬
達
の
上
で
、
あ
れ
こ
れ
と
読
ん
で
い
る
う
ち
に
悲
し
み
に
誘
い
こ
ま

マ
マ

れ
、
読
む
の
を
や
め
た
り
い
た
し
ま
し
た
。
今
は
も
う
だ
い
ぶ
ん
こ
こ
ろ
に

も
落
着
き
が
で
き
ま
し
た
が
、
あ
な
た
か
ら
御
手
紙
を
い
た
だ
い
て
、
ま
た

あ
ら
た
め
て
悲
し
み
に
誘
い
こ
ま
れ
ま
し
た
。

「
群
像
」
八
月
号
に
短
い
思
い
出
を
書
き
ま
し
た
が
、
出
版
部
の
ひ
と
が

(

注

１)

そ
れ
を
読
み
、
わ
た
し
た
ち
四
十
三
年
間
の
結
婚
生
活
の
く
さ
ぐ
さ
を
自
由

に
書
い
て
く
れ
と
い
う
申
し
入
れ
が
あ
り
、
亡
き
栄
の
た
め
に
承
諾
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
書
き
下
ろ
し
で
、
だ
い
た
い
五
百
枚
ぐ
ら
い
に
な
る
豫
定
で
、

今
年
中
に
書
き
あ
げ
、
来
年
早
々
本
に
す
る
豫
定
で
す
。

あ
な
た
と
交
渉
の
あ
っ
た
部
分
も
書
き
こ
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

お
忙
し
い
と
こ
ろ
恐
縮
で
す
が
、
メ
モ
程
度
で
よ
ろ
し
い
か
ら
、
参
考
の
た

め
御
送
り
下
さ
い
。

二
人
で
北
海
道
へ
行
け
な
か
っ
た
の
は
、
な
ん
と
し
て
も
残
念
で
す
。
多

喜
二
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
も
何
度
も
北
海
道
行
き
を
す
す
め
ら
れ
た
の
に
、

わ
た
し
ば
か
り
が
何
度
も
北
海
道
へ
渡
り
、
彼
女
は
つ
い
に
北
海
道
を
知
ら

ず
に
こ
の
世
を
去
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
北
海
道
人
で
あ
る
あ
な

た
と
知
り
合
っ
た
し
、
彼
女
が
書
い
た
も
の
で
、
最
後
に
活
字
と
な
っ
た
の

は
、
北
海
道
電
力
会
社
発
行
の
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」

に
発
表
し
た
「
北
海

№5

道
の
味
」
で
、
こ
れ
は
い
わ
ば
栄
の
絶
筆
で
す
。
こ
う
い
う
意
味
で
、
北
海

道
へ
は
行
け
な
か
っ
た
が
、
北
海
道
と
縁
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今

わ
た
し
は
こ
れ
を
読
み
か
え
し
て
感
慨
に
ふ
け
っ
て
い
ま
す
。

小
熊
秀
雄
詩
碑
の
除
幕
式
の
た
め
北
海
道
へ
渡
っ
た
と
き
、
ま
さ
か
女
房

が
今
年
の
こ
ん
な
に
早
月
日
に
亡
く
な
ろ
う
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

人
間
の
未
来
と
い
う
も
の
は
全
く
分
ら
な
い
も
の
で
す
ね
。
わ
た
し
が
札
幌

空
港
を
発
っ
て
羽
田
へ
着
い
た
の
は
、
六
月
一
日
の
夕
方
で
し
た
。
家
へ
帰

る
と
、
そ
の
日
、
偶
然
に
も
わ
た
し
の
書
斎
へ
架
け
て
あ
っ
た
わ
た
し
の
肖
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像
画
が
、
ヒ
モ
が
切
れ
て
墜
ち
た
の
だ
そ
う
で
す
。
女
房
は
縁
起
を
か
つ
ぎ
、

飛
行
機
で
か
え
る
わ
た
し
の
身
辺
に
何
か
変
事
が
起
っ
た
凶
徴
で
は
な
い
か

と
非
常
に
心
配
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。
か
え
る
な
り
わ
た
し
は
そ
の
こ
と
を

女
房
に
い
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
わ
た
し
の
こ
と
を
心
配
し
て
い
た
彼
女

が
、
つ
い
に
先
き
に
逝
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。

ま
た
書
き
た
い
こ
と
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
湧
い
て
き
ま
す
が
、
今
日
は
こ
れ
で

や
め
て
お
く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

東
京
の
暑
さ
は
高
い
湿
度
を
帯
び
て
、
晝
も
夜
も
や
り
き
れ
な
い
く
ら
い

で
す
。
風
邪
を
ひ
き
、
三
四
日
寝
こ
ん
で
、
や
っ
と
こ
れ
が
書
け
る
と
こ
ろ

ま
で
元
気
を
恢
復
し
ま
し
た
。

で
は
又
。

七
月
二
十
日

壼
井
繁
治

和
田
義
雄
様

注
１

群
像
昭
和

年
８
月
１
日
発
行
第

巻
８
号

〜

「
妻
・
壼
井
栄
の
こ

42

22

P226

227

と
」
（
一
九
六
七
・
六
・
二
六
記
）
と
し
て
発
表
。
「
栄
の
作
風
は
一
般

に
手
堅
く
、
庶
民
的
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
底
を
貫
い
て
い

る
も
の
は
歌
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
『
生
活
的
抒
情
』
の
よ
う
に
わ
た

し
に
は
考
え
ら
れ
る
。
彼
女
は
観
念
的
な
こ
と
や
、
い
わ
ゆ
る
理
屈
ば
っ

た
こ
と
は
大
嫌
い
で
、
自
分
の
手
で
さ
わ
り
、
肌
で
ふ
れ
た
も
の
で
な
い

か
ぎ
り
、
容
易
に
信
じ
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
彼
女
の

文
学
の
プ
ラ
ス
も
あ
れ
ば
、
ま
た
マ
イ
ナ
ス
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

彼
女
と
の
四
十
三
年
間
の
連
れ
合
い
生
活
の
中
で
、
苦
楽
に
彩
ら
れ
た
思

い
出
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
昨
日
葬
式
を
す
ま
せ
た
ば
か
り
の
わ
た
し
に

は
整
理
が
つ
か
ぬ
。
わ
た
し
は
い
ず
れ
彼
女
の
た
め
に
、
わ
た
し
な
り
の

『
鎮
魂
歌
』
を
書
く
で
あ
ろ
う
。
」

（
壼
井
栄
氏
は
六
月
二
十
三
日
午
前
零
時
五
十
八
分
逝
去
さ
れ
ま
し
た
―

編
集
部
）一

通

壼
井
栄
書
簡

昭

・

・
３
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十
二
月
三
日

中
野
区
鷺
宮
二
ノ
七
八
六

壼
井
栄

新
宿
区
市
ヶ
谷
薬
王
寺
町
八
三

六
友
社
御
中

「
風
信
」
を
い
つ
も
お
送
り
下
さ
い
ま
し
て
有
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

楽
し
く
よ
ま
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
責
任
を
感
じ
な
い
で
読
ん
で
く
れ

と
あ
る
の
を
拝
見
し
て
、
少
々
責
任
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
僅
か
な
が

ら
、
誌
代
を
同
封
い
た
し
ま
す
。

十
二
月
三
日

壼
井
栄

萱
原
宏
一
様
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